
● 10月の定期出張相談・サテライト市原 ●

▶山武市

日時 令和2年10月30日（金） 9時30分～16時30分
場所 山武市役所1階 第1会議室

▶いすみ市

日時 令和2年10月14日（水） 9時30分～16時30分
場所 岬公民館1階 第1研修室

▶大多喜町

日時 令和2年10月15日（木） 9時30分～16時30分
場所 大多喜町中央公民館1階 第1研修室

▶横芝光町

日時 令和2年10月 8日（木） 9時30分～16時30分
場所 横芝光町役場東庁舎1階 消費生活相談室

▶サテライト市原
日時 令和2年10月 6日（火） 9時30分～16時30分
場所 市原青少年会館2階 小会議室

日時 令和2年10月13日（火） 9時30分～16時30分
令和2年10月20日（火） 9時30分～16時30分

場所 市原市勤労会館YOUホール2階 会議室1

日時 令和2年10月27日（火） 9時30分～16時30分
場所 市原市勤労会館YOUホール1階 ワークプラザ 相談室

発行 発行責任者
ちば南東部地域若者サポートステーション 特定非営利活動法人ユース・サポート・センター・友懇塾
千葉県茂原市道表1番地（茂原市役所９階） 理事長 井内清満
TEL 0475 -23 -5515 FAX 0475 -36 -5722 千葉市中央区新千葉3丁目2番地1号 新千葉プラザビル TEL 043 -301 -8889

●

●

表
紙
の
言
葉

●

●

十
月
に
入
る
と
私
が
毎
年
訪
れ
る
隠
れ
家
的
な
温
泉
が
あ
る
。
乳
白
濁
温

泉
で
四
季
折
々
の
風
情
を
見
せ
て
く
れ
る
高
湯
温
泉
だ
。
こ
こ
に
は
歓
楽
街

も
一
切
な
い
。
あ
る
の
は
吾
妻
連
峰
か
ら
吹
き
降
り
る
風
の
音
と
野
鳥
の
声

だ
け
。
硫
黄
の
匂
い
を
嗅
ぎ
な
が
ら
の
掛
け
流
し
温
泉
は
心
の
中
ま
で
新
鮮

な
気
持
ち
に
し
て
く
れ
る
宿
は
こ
こ
だ
け
だ
。
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
に

通
じ
る
こ
の
道
は
空
気
の
美
味
し
さ
と
紅
葉
の
美
し
さ
を
肌
で
教
え
て
く
れ

る
。
写
真
は
山
並
み
を
縫
い
な
が
ら
進
ん
で
い
く
途
中
で
撮
っ
た
も
の
。
こ

の
道
か
ら
会
津
若
松
に
入
り
西
街
道
を
日
光
へ
と
抜
け
帰
路
に
つ
く
。
何
度

訪
れ
て
も
飽
き
な
い
。
美
味
し
い
食
事
を
食
べ
多
く
の
友
人
達
と
語
ら
う
旅

は
新
鮮
だ
。
家
か
ら
一
歩
が
出
ら
れ
な
い
若
者
や
仕
事
に
つ
ま
ず
き
将
来
を

悩
む
若
者
も
こ
う
し
た
一
人
旅
に
出
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
？
誰
か
ら
も

干
渉
さ
れ
ず
自
分
の
思
う
よ
う
に
行
動
し
原
点
に
戻
る
こ
と
で
き
っ
と
心
の

中
に
一
つ
の
空
間
が
生
ま
れ
る
か
ら
。

写
真
・
文

井
内
清
滿

厚生労働省委託事業
ちば南東部地域若者サポートステーション

相 談 す る こ と で あ な た の 将 来 が 変 わ る か も し れ ま せ ん 。 ま ず は 電 話 を ！

ちば南東部地域若者サポートステーション
予約

TEL:0475-23-5515
E-mail:nanto.saposute@guitar.ocn.ne.jp10月 グループワーク・個別相談スケジュール

http://chiba -nanto -saposute.jp/   E-mail:nanto.saposute@guitar.ocn.ne.jp

2020

働 き た い 若 者 ・ 働 く こ と に 悩 ん で い る 若 者 を 支 援 し ま す ！

●

お
知
ら
せ
・
お
願
い
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日

時

令
和
二
年
十
月
二
十
三
日
（
金
）
十
四
時

場

所

茂
原
市
役
所
五
階
（
五
〇
二
号
室
）

テ
ー
マ

現
代
若
者
の
考
え
方
と
就
労
支
援

講

師

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ユ
ー
ス
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
・
友
懇
塾

理
事
長

井
内

清
滿
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日

時

令
和
二
年
十
一
月
十
三
日
（
金
）
十
四
時

場

所

茂
原
市
役
所
五
階
（
五
〇
二
号
室
）
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日

時

令
和
二
年
十
一
月
十
八
日
（
水
）
十
四
時

場

所

市
原
市
青
少
年
会
館
（
ク
ラ
ブ
室
）
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サ
ポ
ス
テ
で
は
、
働
く
意
欲
・
能
力
は
あ
り
な
が
ら
、

経
験
が
な
い
な
ど
の
理
由
で
、
足
踏
み
を
し
て
い
る
若
者

に
職
場
見
学
・
体
験
の
場
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

職
場
見
学
・
体
験
と
は
、
職
場
の
雰
囲
気
や
環
境
な
ど

を
実
際
に
感
じ
、
仕
事
を
体
験
す
る
こ
と
で
、
そ
の
職
場

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
も
の
で
す
。

体
験
の
期
間
・
時
間
に
つ
い
て
は
、

◯
一
週
間
（
五
営
業
日
）
以
上
三
ヶ
月
以
下

◯
一
日
当
た
り
四
時
間
以
上
八
時
間
以
下

◯
週
当
た
り
の
時
間
は
、
二
十
時
間
以
上
四
十
時
間

以
下

◯
必
要
に
応
じ
て
慣
ら
し
期
間
を
設
け
た
り
三
ヶ
月

を
超
え
な
い
範
囲
で
体
験
期
間
の
延
長
が
可
能

と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
サ
ポ
ス
テ
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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サ
ポ
ス
テ
は
茂
原
市
以
外
の
五
市
町
で
出
張
相
談
（
市

原
市
は
サ
テ
ラ
イ
ト
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
近
く
で
、

ゆ
っ
く
り
と
個
別
の
相
談
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

相
談
場
所
・
日
時
な
ど
に
つ
い
て
は
、
裏
表
紙
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

˔ ᵂ ֻ ϼ0475-23-5515˔ Ѱ

月 火 水 木 金 土 日

日 1 2 3 4

テーマ Newsでトリビア 就活応援・ビジネスマナー

内容 管総裁、たたき上げの自負！
　１　志望動機の考え方
　２　企業研究の方法

個別相談（要予約） 個別相談（要予約）

日 5 6 7 8 9 10 11

テーマ コミュニケーション・就活応援 就活応援 就活応援・コミュニケーション Newsでトリビア 就活応援・コミュニケーション

内容

　　 大人の言葉づかい４
　　①一目置かれる敬語
　　②やわらかいクレーム

新聞投書から学ぶ文章構成力
-自己PR-

「はたらく」を考える
①業界選び・仕事選び
②お金と仕事を考える

　チベット動乱60年、
　ダライ・ラマの帰還望む民！

 １　自分の仕事を探す条件を
 　整理しよう
 ２　ハローワークへ行こう

個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約）

個別相談

日 12 13 14 15 16 17 18

テーマ 就活応援・コミュニケーション Newsでトリビア 就活応援・コミュニケーション テーマトーク 就活応援・コミュニケーション

内容
１　挨拶、自己紹介、名刺交換
２　接客、電話、メモ、訪問

　　ロシア反体制指導者、
　　毒盛られた？

ビジネスマナークイズに挑戦
①求職中のマナー
②職場でのマナー

　　　女性活躍、
　　　本気政策足りず！

幅広い「実践力」を身に付けよう
①就職試験＆ビジネスマナー
②ソーシャルスキルトレーニング

個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約）

グループワーク

表現を楽しもう

　個別相談

日 19 20 21 22 23 24 25

テーマ 就活応援 テーマトーク 就活応援・ビジネスマナー 就活応援 コミュニケーション

内容

　生活を振り返り、行動目標を
　決めよう
　　①振り返り
　　②行動目標の決定

　　マカオ、一国二制度の
　　「優等生」

　　　１　職務経歴書
　　　２　自己PR書

新聞投書から学ぶ文章構成力
-志望動機-

チームを作ってゲームを楽しもう
　①今日の目標
　②ゲームの中でコミュニ
　　ケーションをとろう

個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約）

グループワーク

魅力的な応募書類を作成しよう

　個別相談

日 26 27 28 29 30 31

テーマ 就活応援・コミュニケーション テーマトーク 体験活動・コミュニケーション Newsでトリビア 就活応援・ビジネスマナー

内容

 １　自分の仕事を探す条件を
 　整理しよう
 ２　ハローワークへ行こう

勇気ある人道的行為の外交官
１　表現を楽しもう（基礎）
２　表現を楽しもう（応用）

　ASEANと南シナ海、
　対中国の悩ましい経済依存

　１　共有スペースでのマナー
　２　お茶出しのマナー

個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約） 個別相談（要予約）

個別相談

市　原

9:30

|

11:20

午　後

市　原

〈注意事項〉　　　　１　参加はすべて予約制です。ご希望の日を電話でお申し込みください。メールの場合は事務局からの連絡で予約が確定します。
　　　　　　　　　　２　予約をキャンセルする場合は、できるだけ早めにご連絡をお願いします。
　　　　　　　　　　３　ご予約なしでの来所は、参加をご遠慮いただく場合があります。ご注意ください。

午　後

9:30

|

11:20

午　後

市　原

9:30

|

11:20

午　後

市　原

9:30

|

11:20

午　後

市　原

9:30

|

11:20

◆ グループワークは、仲間とともに学んだり話し合ったりすることで、就労に必要な力を

つけるとともに、不安を解消する場です。積極的に参加しましょう。

◆ サポステでは就労に関する様々な相談をお受けしています。もし、サポステでの支援が

難しい場合は、適切な専門機関を紹介いたします。また、ご家族の相談もお受けいたしま

す。まずは電話、メール等でご連絡ください。
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グループワークに参加しよう

利 用 者 の 声

ご
存
じ
で
す
か
？
「
し
ょ
く
ば
ら
ぼ
」

שּ
︣
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︣
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現在、私は郵便局で短時間のアルバイトをしています。勤務は、週５日、９時から３時間で、

残業がある場合もあります。

もともと週３日のアルバイトやパートをしようと考えていましたが、なかなか踏み出せずに

いました。親のプレッシャーもあり、いよいよ何かしなければと思っていた時です。郵便局の

求人のハガキが、家のポストに入っていました。それを見てしばらく悩みましたが、「３時間

なら…」と思い応募しました。

仕事内容は郵便物の「組み立て」と言って、郵便物を配達順に並べる作業です。

スピードと正確さが求められますが、住所や宛名が最新の正確な情報ではないこと

も多く、判断に迷うことがあります。この「判断」ができるように情報を頭に入れ

ること、見落としがないようにすることを意識しています。また、急ぎの時は作業

のスピードを上げようと、集中して臨んでいます。

同じ「組み立て」の先輩方は優しく教えてくださいます。分からないことは何で

も聞ける環境で、ありがたいなと思っています。作業を速くできない自分に落ち込

むこともありますが、なんとか続けられそうです。

私はサポステに通っていたものの、具体的に動くことができずにいました。「石橋を叩いて

渡らない」と言われた程です（笑）。今回も、必要に迫られなければ踏み出せなかったかもし

れません。

それでも、このチャンスに飛び込んでよかったです。自分から積極的に動くことも大事です

が、チャンスが来た時に「じゃあ…、やってみようかな」というのも「あり」だと思います。

チャンスに備えて、サポステで生活習慣や精神面を整えましょう！

皆さんに良い出会いがありますように。

皆さんが上司から次のように言われたら、何と答えますか？

「わかりました」では敬意不足です。「了解しました」は丁寧語ではありますが、謙譲語ではな
いので、取引先や目上の人に対して使うのはNGです。この場合は、次のように答えるのが正解と
されています。

面接を受けたり、社会人として仕事をしたりするう
えでは、きちんとした言葉遣いができる人は「常識が
身についている」と評価され、信頼されます。しかし、
その言葉遣いで苦労している人が多いようです。

「敬語を正しく使えていないのでは」、「意味があやふやなまま、口にしてしまっている言葉が
ある」、「言葉足らずで、言いたいことがきちんと伝わらない」などの不安をお持ちの方は、ぜひ、
このグループワークに参加してください。クイズ形式ですので、他の参加者の皆さんと一緒に考え
ながら、楽しく学ぶことができます。

参加者の感想を紹介します。
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「
し
ょ
く
ば
ら
ぼ
」
で
は
、
若
者
・
女
性
・
高
齢
者
・
障
害
者
等
、

様
々
な
ニ
ー
ズ
を
有
す
る
働
き
手
が
、
様
々
な
観
点
か
ら
企
業
の
職
場

情
報
を
横
断
的
に
検
索
・
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

企
業
詳
細
ペ
ー
ジ
か
ら
、
次
の
よ
う
な
企
業
の
基
本
情
報
・
職
場
情

報
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
企
業
の
基
本
情
報

○
採
用
状
況
に
関
す
る
情
報

○
働
き
方
に
関
す
る
情
報

○
女
性
の
活
躍
に
関
す
る
情
報

○
育
児
・
仕
事
の
両
立
に
関
す
る
情
報

○
能
力
開
発
に
関
す
る
情
報

ま
た
、
企
業
間
比
較
ペ
ー
ジ
で
は
、
選
択
し
た
複
数
の
企
業
の
職
場

情
報
を
並
べ
て
比
較
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

求
職
者
に
と
っ
て
は
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や
希
望
条
件
に
合
っ
た
企

業
を
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
、
事
前
に
企
業
の
就
業
実
態
を
把
握

し
、
入
社
後
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
デ
ー
タ
を
登
録
し
て
い
る
企
業
は
、
職
場
情
報
を
開
示
す
る

こ
と
で
企
業
の
Ｐ
Ｒ
に
な
っ
た
り
、
職
場
改
善
へ
の
取
組
が
評
価
さ
れ

る
こ
と
で
優
秀
な
人
材
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
り
す
る
と
い
う
メ

リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

令
和
二
年
十
月
一
日
か
ら
「
千
葉
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃

金
）
」
が
、
二
円
引
き
上
げ
ら
れ
、
時
間
額
九
百
二
十
五
円
と
な
り

ま
す
。
こ
の
最
低
賃
金
に
は
、
精
皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
、
時
間
外
勤
務
手
当
、
休
日
出
勤
手
当
、
深
夜
勤
務
手
当
、
賞
与

及
び
臨
時
の
賃
金
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

使
用
者
は
、
こ
の
額
よ
り
低
い
賃
金
で
労
働
者
を
使
用
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
額
よ
り
低
い
賃
金
を
定
め
て
も
、
法
律
に
よ

り
無
効
と
さ
れ
、
最
低
賃
金
と
同
額
の
定
め
を
し
た
も
の
と
み
な
さ

れ
ま
す
。

な
お
、
特
定
の
業
種
の
事
業
所
で
働
く
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
産

業
別
の
「
千
葉
県
特
定
最
低
賃
金
」
が
あ
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ

い
。
た
だ
し
、
「
地
域
別
最
低
賃
金
額
」
が
「
特
定
最
低
賃
金
額
」

を
上
回
る
場
合
は
、
「
地
域
別
最
低
賃
金
額
」
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

こ
の
ア
プ
リ
は
、
利
用
者
が
増
え
る
こ
と
で
感
染
拡
大
の

防
止
に
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。
厚
生
労
働
省
は

「
自
分
を
ま
も
り
、
大
切
な
人
を
ま
も
り
、
地
域
と
社
会
を

ま
も
る
た
め
に
、
接
触
確
認
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
ま

し
ょ
う
」
と
、
利
用
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

▼
利
用
者
は
、
陽
性
者
と
接
触
し
た
可
能
性
が
わ
か
る
こ
と

で
、
検
査
の
受
診
な
ど
保
健
所
の
サ
ポ
ー
ト
を
早
く
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
近
接
し
た
状
態
の
情
報
は
、
本
人
の

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
中
に
の
み
暗
号

化
し
て
記
録
さ
れ
ま
す
。

▼
氏
名
・
電
話
番
号
・
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
な
ど
の
個
人
情
報
は
入
力
し
ま
せ

ん
。
行
政
機
関
や
第
三
者
が
接
触
の

記
録
や
個
人
の
情
報
を
利
用
し
収
集

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
い
つ
で
も
任
意
に
利
用
を
中
止
し
、

ア
プ
リ
を
削
除
す
る
こ
と
で
、
過
去

十
四
日
分
ま
で
の
全
て
の
記
録
を
削
除
で
き
ま
す
。

iPhoneAndroid

千
葉
県
職
業
能
力
開
発
協
会
千
葉
県
技
能
振
興
コ
ー
ナ
ー

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
で
、
も
の
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
の
鈴
木

豊
様
（
茂
原
市
、
三
矢
菓
子
店
の
店
主
）
を
講
師
に
お
迎
え

し
ま
し
た
。
そ
の
見
事
な
腕
前
と
丁
寧
な
教
え
方
で
、
参
加

者
は
楽
し
く
活
動
し
な
が
ら
、
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

▼
職
人
さ
ん
の
技
術
に
と
て
も
感
動

し
た
の
で
、
自
分
も
専
門
的
な
分

野
に
も
視
野
を
広
げ
て
考
え
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
何
か
一
つ
の
こ

と
を
極
め
る
こ
と
は
、
と
て
も
魅

力
的
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
し
た
。

▼
丁
寧
に
物
を
作
る
。
手
先
を
使
う
。
無
意
識
で
は
あ
り
ま

す
が
、
体
験
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
と
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
き
れ
い
な
色
の
練
り
切
り
を
作
る
こ
と
が
で
き
て

楽
し
か
っ
た
で
す
。

▼
職
人
さ
ん
の
も
の
づ
く
り
の
熱
意
を
感
じ
、
仕
事
の
姿
勢

に
つ
い
て
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

Ỏ ⱴ▬☻♃כ─

特
定
非
営
利
活
動
法
人
ユ
ー
ス
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
・

友
懇
塾
の
理
事
長
で
あ
る
井
内
清
滿
か
ら
、
「
若
者
の
就
労
支

援
を
考
え
る
～
立
ち
直
り
は
本
人
だ
け
の
問
題
で
す
か
～
」
を

テ
ー
マ
に
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
豊
富
な
資
料
と
身
近
な
例
を

挙
げ
て
の
お
話
に
、
参
加
者
は
、
日
頃
の
言
動
を
振
り
返
り
、

見
直
す
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
内
容
を
抜
粋
し
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

○
子
ど
も
の
挫
折
は
、
家
族
が
支
え
る
べ
き
も
の
。
周
囲
の
大

人
が
ゆ
と
り
を
も
つ
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
追
い
込
む
の
で

は
な
く
、
社
会
復
帰
の
後
押
し
を
す
る
こ
と
。

○
「
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
、
何
で
も
い
い
か
ら
働
き
な
さ
い
」

は
だ
め
。
親
自
身
が
、
ど
ん
な
仕
事
が
あ
る
の
か
を
勉
強
す

る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
親
が
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に

行
っ
て
学
ぶ
こ
と
。

○
子
ど
も
支
援
の
た
め
に
は
、
子
ど
も
の
長
所
も
短
所
も
両
方

把
握
し
、
家
族
全
員
で
共
有
す
る
。
父
親
も
母
親
も
一
緒
に

取
り
組
む
こ
と
。
母
親
だ
け
が
荷
を
負
う
の
は
よ
く
な
い
。

両
親
が
一
緒
に
や
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
必
ず
立
ち
直
る
。

書

籍

を

紹

介

し

ま

す

ךּ

לּ

פּ

צּ

︣

▼
内
容
紹
介

「
コ
ロ
ナ
は
事
実
上
、
全
世
界
の
人
々
を
人
質
に
と
っ

た
。
人
は
逃
げ
る
に
逃
げ
ら
れ
な
い
。
こ
の
不
安
な
状
況

は
、
あ
る
種
の
精
神
病
に
陥
っ
た
人
々
が
感
じ
る
不
安
と

同
質
の
も
の
で
あ
る
。
」
（
本
書
よ
り
）

「
コ
ロ
ナ
う
つ
」
と
闘
う
精
神
科
医
が
、
現
場
か
ら
報

告
す
る
魂
の
救
済
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
。

▼
著
者
紹
介

一
九
四
六
年
生
ま
れ
。
千
葉
大
学
医
学
部
在
学
中
に
、

第
十
二
回
千
葉
文
学
賞
受
賞
。
大
学
卒
業
後
は
精
神
病
院

勤
務
。
二
〇
一
二
年
、
医
療
功
労
賞
受
賞
。
二
〇
一
七
年
、

瑞
宝
小
綬
章
受
賞
。

二
〇
一
四
年
に
桜
並
木
心
療
医
院
（
〇
四
三-

二
一
六-

三
八
二
八
）
を
開
設
。
現
在
も
診
療
を
続
け
て
い
る
。
著

書
多
数
。


